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１．はじめに 
 本システムは人口移動データである総務省統計局の住民基本台帳人口移動報告調査結果

を可視化するＷｅｂＧＩＳである． 
 
 本システムは以下のサイトで公開されている． 
 
 http://land.geo.tsukuba.ac.jp/teacher/muraya/popflow/ 
 
 
２．システム構成 
 以下に本システムの構成を示す． 
 
２．１ ハードウェア 
①サーバ 
・ＣＰＵ：ペンティアム４ ２ＧＨｚ 
・ＨＤＤ：６０ＧＢ 
・メモリー：１ＧＢ 
 
②クライアント 
・ＣＰＵ：ペンティアム４ １ＧＨｚ 
・ＨＤＤ：４０ＧＢ 
・メモリー：５１２ＭＢ 
 
２．２ ソフトウェア 
①サーバ 
・ＯＳ：Windows200X Server 
・WWWサーバ：ＩＩＳ 
・サーバスクリプト：ＰＨＰ バージョン４．２．２ 
・ＷｅｂＧＩＳエンジン：UMN Mapserver バージョン３．６．Ｘ 
・ＷｅｂＧＩＳスクリプト：MapScript/PHP 
・データベース：ＭＳ ＡＣＣＥＳＳ 

 
②クライアント 
・ ＯＳ：Windows200X・ＸＰ 
・ ＷＷＷクライアントソフトウェア：インターネット・エクスプローラ 
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２．３ システム構成図 
 
 本システムの構成を図１に示す． 
 

図１ システム構成図 
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２．４ データ 
 総務省統計局住民基本台帳人口移動報告調査結果（２００４年４月～２００５年１１月）

（http://www.stat.go.jp/data/idou/3.htmより取得） 
 
３．使用方法 
 
３．１ 初期画面 
 人口移動ＷｅｂＧＩＳのページにアクセスすると，図２が表示される． 
 

 
図２ 初期画面 

 
 図２で「スタート」をクリックすると図３が表示される． 
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属性選択 

属性タイプ データタイプ 

（流量・純移動量・総

移動量・ベクトル図）

地図表示制御 

方向選択 

都道府県選択 

凡例 

地図画像 

全画面表示 
スケールバー 

図３ 人口移動のＷｅｂＧＩＳ 
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３．２ 地図表示 
 
３．２．１ 年次選択 

表示したい月を図４のリストより選択する． 
 

 
図４ 年次選択 

 
３．２．２ 属性およびデータタイプの選択 

 表示したい属性を図５のラジオボタンで選択する． 
 

 
図５ 属性リスト 

 
図６のラジオボタンより表示したい属性のデータタイプを選ぶ． 

 

 
図６ データタイプ選択ラジオボタン 
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３．２．３ 都道府県選択 

 
図７の都道府県リストより，表示したい都道府県または全国を選択する． 

 

 
図７ 都道府県リスト 

 
３．２．４ 方向選択 

 
 流量は方向を指定できる．データタイプの流量のまし真下にある「方向リスト」より表

示したい方向を選択する（図８）．    
 

 
図８ 方向リスト 
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３．２．１ 拡大 

拡大は図９の｢拡大｣ラジオボタンをクリックして拡大機能を有効にし，地図画像上の任

意の箇所をクリックする．その箇所を中心として，｢倍率｣フィールドに指定された値で拡

大された地図画像が表示される（図１０）． 
 

 
図９ ｢拡大｣ラジオボタン 

 

 
図１０ 拡大表示 

 
３．２．２ 縮小 

 縮小は図１１の｢縮小｣ラジオボタンをクリックして，縮小機能をオンにし，地図画像上

の任意の箇所をクリックする．その箇所を中心として，｢倍率｣フィールドに指定された値

で縮小された地図画像が表示される（図１２）． 
 

 
図１１ ｢縮小｣ラジオボタン 
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図１２ 縮小表示 

 
 
３．２．３ 移動 

移動は図１３のラジオボタンをクリックしてから，移動したい箇所を地図画像上の任意

の箇所をマウスをクリックすると，移動した地図画像が表示される（図１４）． 

 

図１３ ｢移動｣ラジオボタン 
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図１４ 移動表示 

 
３．２．４ 全画面表示 

 
図１５の｢全画面表示｣ボタンを押すと，元の表示範囲の地図が表示される． 

 

図１５ ｢全画面表示｣ボタン 
 
 
３．３ 流量図 
 流量図は移動数の１００人以上を対象としている． 
属性リストより表示したい属性名を選択し，次に「流動図」のラジオボタンをチェック，

最後に「全画面表示」ボタンをクリックすると，図１６が表示される． 
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図１６ 流量図（全国） 

 
 全国図の場合は方向リストのどれを選択しても双方向になる． 
 
都道府県別に表示するには，属性リストおよびデータイプの選択後，都道府県リストよ

り表示したい都道府県（以下の例では茨城県）を，「方向」リストで「双方向」を選んで「全

画面表示」ボタンを押すと図１７が表示される． 
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図１７ 茨城県の双方向の流量図 

 
 方向が発地を表示してければ，「方向」リストで「発地」を選び，「全画面」表示を押す

と以下の図１８が表示される． 
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図１８ 茨城県の発地の流量図 

 
 着地の場合は「方向」リストで「着地」を選び，「全画面」表示を押すと以下の図１９が

表示される． 
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図１９ 茨城県の着地の流量図 

 
 
３．４ 純移動量 
 純移動量の計算は以下の式で計算する． 
 

jiij MM −  ・・・式① 

 
ここで 
 

ijM  ・・・単位地区ｉから単位地区ｊへの移動量 

jiM ・・・単位地区ｊから単位地区ｉへの移動量 
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 表示したい属性を選択後，データタイプはラジオボタンで「純移動量」を選択して「全

画面表示」ボタンを押す． 
 全国の例を図２０に示す．  

 
図２０ 純移動量（全国） 

 
都道府県別の例（茨城県）を図２１に示す． 
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図２１ 茨城県の純移動量 

 
３．５ 総移動量 
 総移動は移動数の１００人以上を対象としている． 
総移動量の計算は以下の式で計算する． 

 

jiij MM +  ・・・ 式② 

 
 表示したい属性を選択後，データタイプはラジオボタンで「総移動量」を選択する． 
 全国の例を図２２に示す．  
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図２２ 総移動量（全国） 

 
都道府県別の例（茨城県）を図２３に示す． 
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図２３ 茨城県の総移動量 

 
３．６ ベクトル図 
 
ベクトルの計算は純移動量と総移動量を使って以下の式で計算する(Tobler(1976))． 

 

( ) ([ ijij

n

j ijjiij

jiij
i YYXX

dMM
MM

n
c −−••

+

−

−
= ∑

=

,1
1

1
1

r )]         i j≠  ・・・式③ 

 
ここで 
 

icr  ・・・単位地区ｉのベクトル 

 

=2
ijd ( ) ( )22

ijij YYXX −+− ・・・単位地区ｉと同ｊ間の距離の平方 
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n・・・単位地区の総数 

iX ・・・単位地区ｉのＸ座標 

jX ・・・単位地区ｊのＸ座標 

iY ・・・単位地区ｉのＹ座標 

jY ・・・単位地区ｊのＹ座標 

 
 表示したい属性を選択後，データタイプはラジオボタンで「ベクトル図」を選択する． 
 全国の例を図２４に示す．  

 
図２４ ベクトル図（全国） 

 
都道府県別の例（茨城県）を図２５に示す． 

 

 20



 
図２５ ベクトル図（茨城県） 
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